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        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和 ７ 年 ２ 月 ９ 日 

事業実施地区 村 山 区 

事業名 集会用ワイヤレスマイクセット購入事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 村 山 区 

（代表者名） 

（連絡先）  

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

 村山区内の各種行事において、現在はハンドマイクやカラオケセットの

マイクを使用して情報を伝達しているが、音声がはっきり伝達できないこ

とが多く、大人数が集まる場所での情報伝達手段の確保が課題となってい

たため、専用のワイヤレスマイクセットを購入するもの。 

 

 

【事業完了日】 

令和７年２月９日 

【総事業費】 

   128,260 円 

【補助金額】 

   100,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

 情報の伝達が明瞭に行えることで、正確な情報を伝達することができる。またマイクをワイ

ヤレスとしたこと及びマイクを２本としたことで、会場内での利便性が大きく向上した。 

 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  ○   

事業の効果 ○    

特記事項 

（評価理由等） 

導入（令和６年６月）以降にお茶のみサロンなどの福祉推進事業や人権研修、

防災訓練やコミュニティタイムライン説明会及び行政懇談会、区総会など延

べ 15 回使用。 

 

■今後の取組予定 

 上記「事業効果」に記載したことに加え、災害発生時の一時避難場所での情報伝達などにも

活用が期待できる。 

 

 

 

 



事業の実施状況を写した写真（村山区） 
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ポータブルワイヤレスアンプ 

 
 

 

ワイヤレスハンドマイク ２本 

  



事業の実施状況を写した写真（村山区） 
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R06 村山区同和研修会にて（その１） 

 
 

 

R06 村山区同和研修会にて（その２） 

 



事業名

団体名

5

支所発地域力向上支援金　事業評価（柳原支所） 令和7年2月10日

効果があった

　のことである。

　　今回の取り組みは、コロナ禍から平常な状態に戻る中で各種行事、集会、また

普通 見込める 大いに見込める

　　区の各種行事において、従前はハンドマイクやカラオケセットのマイクを使用して

必要性があった

効　果

4 5

特に効果があった

1 2

見込めない あまり見込めない

　　地域コミュニティの維持の観点から、地域の活動において今後とも役立てていた

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

　情報を伝達していたため、大人数が集まる場での情報伝達に不安を感じていたと

　だきたい。

　非常時の情報伝達手段が向上し、適切な行事の運営、地域力の向上に寄与して

　いると考えられる。

 集会用ワイヤレスマイクセット購入事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 教育文化活動

2 41 3

 村 山 区


